
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ﾊﾞｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.12 実施)

◇豊見城道路の全線暫定供用により、地域の生活環境が向上しました。 

●国道３３１号や市道の交通事故が減

少し、歩行者も安全性の向上を実感

●国道３３１号でバスの遅延が減少し、

ドライバーの安全な運転に寄与 

供用前 
（H17 年）

供  用
半年後
（H19 年）

１１.４
（件/月）

８.１ 
（件/月） 

※各年の 4～10 月データを集計した結果
資料：沖縄県警察本部交通部事故ﾃﾞｰﾀ 

図 3 事故件数の変化 

・小学校保護者アンケート調査で

は、『国道や市道等の交通量が減

った』などの理由から、『通学時

の安全性が向上した』という意

見が約3割あげられました。 

・また、安全性が向上した具体的

な箇所の意見もありました。 

【小学校保護者ｱﾝｹｰﾄ調査結果】 

図 4 ﾊﾞｽ遅延回数の変化 

図5 遅延減少による影響

図 1 生活環境の変化 

凡 例 

供用前の搬送経路

供用後の搬送経路

安全性が向上したと

意見があった箇所 

事故件数の集計 

信号交差点

別添資料－１ 

 
遅れることが 
なくなった１４％ 

以前に比べ遅れる 
ことが減った８１％

変わらない
５％

 遅遅延延回回数数減減少少  
がが約約９９割割 

約３割 
（３件/月）

減少 

●豊見城道路が搬送経路となり、救急医療活動に

おける患者への負荷が軽減、安静搬送が実現 ・脳疾患の場合、カーブでの横揺れや信号

停止による縦揺れは、容態悪化の原因と

なります。 

・豊見城道路は、それらが改善し患者への

負担も減少しました。 

【糸満消防署ヒアリング結果】

図 2 信号交差点数の変化 
50 10 15 20 25

供用前 
（国道 331号） 

１５ 
（基） 

供用後 
（豊見城道路） 

２２
（基） 

 信号機が
７基減少

 

9.5

9.5

33.3

47.6

42.9

38.1

38.1

0 20 40 60 80 100(%)

到着時間までにゆとりができ、 
安全に運転出来るようになった 
到着時間までにゆとりができ、 
精神的な負担が減った 
運行時間が短縮し、体への負担 
が減った 

乗客からのクレームが減った 

ﾛｰﾃｰｼｮﾝが乱れず、休憩時間を 
しっかりとれるようになった 

そ  の  他 

特  に  な  し 



●豊見城道路の交通量が約４割増加し、
国道３３１号では約１割減少 

※上段：交通量(台/12h)、下段：構成比(%)
斜体字は合計(台/12h) 
資料：12 時間交通量調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇豊見城道路へと交通量が転換し、地域経済の活性化に寄与しました。 

※1)平日 那覇空港⇒西崎工業団地(下り)の 12 時間の平均
所要時間） 

※2)所要時間の比較ルート 
供用前（H18.10）：国道 331 号経由のルート 
供用後（H19.10）：豊見城道路経由のルート 

資料：ﾌﾟﾛｰﾌﾞ調査結果 

図 8 所要時間の変化 

凡 例 

渋滞解消箇所 

渋滞緩和箇所 

供用前の走行経路 

供用後の走行経路 

至 那覇空港 

別添資料－２ 

向上した
69.0%

やや
向上した
27.4%

どちらでもない
3.6% 向

回答数

84社

９割以上

那覇市方面との所要時間が短縮したこともあり、９割

以上の企業が利便性・快適性が向上したと回答 

●西崎地区～那覇市方面の所要時間が
短縮し、豊見城道路の利便性・快適性
の向上を実感 

資料：企業ｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.10 実施) 

図 9 利便性・快適性の変化

※『向上していない』、 

『あまり向上していない』

はそれぞれ 0％であった 

図 6 交通状況の変化 

西崎工業団地 

18,669

16,925

13,153

4,329

4,111

4,632

3,518

3,062

3,334

14,586

14,925

15,799

豊見城道路 市道10号線 市道7号線 国道331号

（35.6） （12.5） （9.0） （42.8）

（43.4） （10.5） （7.8） （38.2）

（45.4） （10.5） （8.6） （35.5）

20% 40% 60% 80% 100%0%

 約４割（約 5,500台）増加 

供用前

（H18.10）

供用半年後

（H19.10）

36,918

36,023

41,102

 約１割（約 1,200台）減少 

供用直後

（H19.3）

 

図 7 交通分担の変化（断面Ⅰ） 

●豊見城道路を利用することで、那覇空
港～西崎工業団地間で所要時間が１１
分短縮 

●交通量が減少した国道３３１号では、兼

城地区や西崎地区で渋滞が緩和 

（夕ピーク；16:00～19:00） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

5,000

10,000

15,000

供用前
(H18.7)

供用後
(H19.7)

(万円/月)

10,900

8,400

37%

32%

5%

9%

44%

45%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

供用後
(H19.8)

供用前
(H18.8)

那覇市 豊見城市 糸満市 その他

荷物の輸送・配送時間が短縮、また荷痛みが減った

移動する際の経路が増え、営業活動の利便性がよくなった

豊崎地区につながることにより集客に効果があった

その他

●西崎地区の企業は、『荷物の輸送・配送

時間が短縮等』や『移動経路が増え、営

業活動の利便性が向上』、『集客の向

上』を実感 

●生産時間が増加し、出荷額も増加 

●営業活動が効率化 

●輸送時間が短縮され、輸送コストが約５割削減

 豊見城道路の全線暫定供用により、土
日に那覇方面からの来客数が増加し、

売上が3割増加しました 
【JAおきなわ糸満支店】 

家具の配達時間が短縮し、家具を製作する時間が増え、製作に費やす

時間が増えたことで、生産量が増加し、出荷額が増加しました。【A社】 

0.0

5.0

10.0

15.0

供用前 供用半年後

走行経費 人件費

（億円/年）

8.68.6億円億円//年年

4.44.4億円億円//年年

4.24.2億円億円//年年
（約５割）削減（約５割）削減

6.36.3億円億円//年年

2.32.3億円億円//年年

3.03.0億円億円//年年

1.41.4億円億円//年年

資料：12 時間交通量調査結果、ﾌﾟﾛｰﾌﾞ調査結果、H17 道路交通ｾﾝｻｽ、
ﾄﾗｯｸの運送業の実態（（社）全日本ﾄﾗｯｸ協会） 
より試算した結果

図11 輸送コストの変化 

●全線暫定供用により、西崎地区の売上※が約２割（約５千万円/月）増加 
※西崎地区８事業所合計の増加額であり、全事業所の増加額ではない 

供用前 供用後

約２億４千万円/月 約２億９千万円/月 

59.6

29.8

5.3
5.3

回答数
84社

●那覇市からの集客が増加し、売上が約３割増加 

図12 来訪者居住地の変化 
資料：JA おきなわ糸満支店 

図13 売上の変化 

資料：企業ｱﾝｹｰﾄ調査結果(H19.10 実施) 

図 10 経営面での変化 

1回の外出で3件しか回ることができなかった取引先も5件回ることが

出来るようになり、営業の効率が上がりました。【B社】 

約２割増

 約3割
増 加

那那覇覇市市がが 55％％増増加加  

製造品配送
時間が短縮

製造品生産
時間が増加

出荷額が増加

豊
見
城
道
路 

H19.3

供用 

西崎地区 

 西崎地区の 8事業
所で約 5千万円 

／月増加 

別添資料－３ 

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12 実施)

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12 実施)

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果
(H19.9～12 実施) 

資料：企業ﾋｱﾘﾝｸﾞ調査結果(H19.9～12 実施) 

図14 西崎地区事業所の売上の変化 

資料：JA おきなわ糸満支店


